
XLOOKUP関数の説明 

 

  



第 2 回スピル勉強会で使用したデータ 

 

  



=XLOOKUP([@取引先コード],取引先マスタ[取引先コード],取引先マスタ[取引先名]) 

 

  



=XLOOKUP([@商品名],商品マスタ[商品名],商品マスタ[商品コード]) 

 

  



=XLOOKUP([@商品名],商品マスタ[商品名],商品マスタ[価格]) 

 

  



=XLOOKUP([@商品名],商品マスタ[商品名],商品マスタ[商品コード],0) 

 

  



=XLOOKUP(K4,販売データ[No],販売データ[[取引先コード]:[個数]]) 

 

  



=XLOOKUP(L6,販売データ[#見出し],販売データ) 

 

  



FILTER関数の説明 

 

  



=FILTER(販売データ,販売データ[取引先名]="(株)E 商店") 

 

  



=FILTER(販売データ,販売データ[個数]>=10) 

 

  



=FILTER(販売データ,BITAND(販売データ[取引先名]="(株)E 商店",販売データ[個数]>=10)) 

 

  



=FILTER(販売データ,BITOR(販売データ[取引先名]="(株)E商店",販売データ[個数]>=10)) 

 

  



=FILTER(販売データ,(販売データ[取引先名]="(株)E商店")*(販売データ[個数]>=10)) 

 

  



=FILTER(販売データ,(販売データ[取引先名]="(株)E商店")+(販売データ[個数]>=10)) 

 

  



=UNIQUE(FILTER(販売データ[商品名],販売データ[取引先名]="(株)A商店")) 

 

  



=SORT(FILTER(販売データ,販売データ[個数]>=10),9) 

 

  



=SORT(FILTER(販売データ,販売データ[個数]>=10),9,-1) 

 

  



=販売データ[#見出し] 

 

  



=SORT(FILTER(販売データ,販売データ[個数]>=10),MATCH("個数",K1#,0),-1) 

 


